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隔看護には i Phone 4s 16G（3G 回線）のビデオ
通話アプリケーション Face Time を使用する．最
も再入院しやすいと言われている退院から 1 か
月間は週に 1 回の頻度で，退院後 2 ～ 3 か月間

















































年齢：68 歳～ 80 歳．性別：男性 3 名，女性 1
名．心不全の原因疾患：虚血性心疾患，拡張型
心筋症．これまでの入院回数：4 ～ 10 回．左室
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